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村 長 就 任 の
ご あ い さ つ

「挑戦」をもって、
復興・創生を成し遂げる。
日夜努力をすることを誓います。
� 川内村長　　遠　藤　雄　幸

遠藤　雄幸（61歳）　� Profile

昭和30年生まれ。
昭和52年福島大学卒業。
平成11年　川内村議会議員
平成16年　川内村長初当選
一般財団法人ふくしま市町村支援機構理事長、全国水源林造林協議会連合会監事、
福島県水源林造林推進協議会会長を歴任。
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川内村長選挙結果

川内村長に遠藤雄幸さん無投票で当選

　川内村長任期満了に伴う川内村長選挙が４月７日告示
されました。
　その結果、遠藤雄幸さんが無投票で４期目の当選が決
まり、４月18日に当選証書が付与されました。

　

山
笑
う
季
節
を
迎
え
、
村
民
皆
様
に

は
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
の
度
の
川
内
村
長

選
挙
に
際
し
皆
様
に
ご
高
配
を
賜
り
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
お
陰
様

で
無
投
票
と
い
う
形
で
４
度
目
の
重
責

を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

今
４
期
目
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
12

年
前
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
座
右
の
銘

で
あ
る
「
初
心
に
生
き
る
」
を
も
う
一

度
確
認
し
よ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
初

心
は
シ
ン
プ
ル
で
常
に
謙
虚
で
す
。
こ

の
志
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
、
一
日
も
早

い
被
災
地
か
ら
の
脱
却
と
、
人
口
減

少
・
超
高
齢
社
会
を
目
前
に
し
た
新
た

な
村
づ
く
り
の
た
め
、
粉
骨
砕
身
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

顧
み
れ
ば
震
災
・
原
発
事
故
に
よ
っ

て
「
被
災
地
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
ふ
る
さ
と
川
内
村
で
す
が
、

２
０
１
２
年
４
月
役
場
機
能
を
村
に
戻

し
、
い
ち
早
く
除
染
を
進
め
、
企
業
誘

致
や
野
菜
工
場
、
村
内
に
仮
設
住
宅
や

災
害
公
営
住
宅
、
診
療
所
の
診
療
科
目

を
増
や
し
、
特
養
施
設
や
商
業
施
設
、

ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
や
葬
祭
場
、
先
月
に

は
室
内
温
泉
プ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
ま

し
た
。

　

井
戸
掘
削
や
新
築
住
宅
へ
の
補
助
、

地
域
振
興
券
な
ど
の
制
度
も
立
ち
上
げ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
水
稲
作
付
け
が

事
故
前
の
約
７
割
ま
で
回
復
し
て
お

り
、新
た
な
農
業
法
人
が
立
ち
上
が
り
、

花
卉
や
施
設
野
菜
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
日
も
早
い
復
興
と
帰
村
の
た
め

無
我
夢
中
で
目
前
の
課
題
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
し
た
。
時
に
は
折
れ
そ
う

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
お
力
添
い
を
い
た
だ
く
こ
と
で
少
し

ず
つ
環
境
が
回
復
し
、
現
在
６
割
超
の

村
民
が
戻
っ
て
生
活
を
再
開
す
る
ま
で

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ
４
割

近
い
村
民
が
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、

さ
ら
に
荻
・
貝
の
坂
地
区
に
は
避
難
指

示
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
も
現
実
で
あ

り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
現
実
を
し
っ

か
り
受
け
止
め
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
未

来
に
目
を
向
け
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
国
道
３
９
９

号
線
や
小
野
富
岡
線
が
、
国
の
権
限
代

行
に
よ
っ
て
整
備
が
加
速
し
、
い
わ
き

市
や
中
通
り
と
の
繋
が
り
が
よ
り
身
近

な
も
の
に
な
り
、
新
た
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
が
確
立
さ
れ
る
に
違
い
あ
り
ま
せ

ん
。

　

現
在
戻
っ
て
来
て
い
る
村
民
は
１
、

７
８
０
人
、
こ
の
人
口
は
20
年
～
30
年

後
の
未
来
で
す
。
そ
の
未
来
を
今
目
の

前
に
突
き
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ

も
超
高
齢
化
社
会
で
す
。
さ
ら
に
間
違

い
な
く
復
興
の
反
動
減
が
進
み
、
財
源

的
に
も
厳
し
い
未
来
が
待
っ
て
い
る
の

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
復
興
の
先
に
あ

る
人
口
減
少
に
ど
う
対
応
し
て
い
く
の

か
。
ま
さ
に
川
内
村
の
生
き
残
り
を
か

け
た
戦
い
が
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
に
用
意

さ
れ
て
い
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
戦
う
た
め
の
最
大
の
武
器
は

何
か
？　

そ
れ
は
「
挑
戦
」
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
本
当
に
復
興
を
成
し
遂

げ
よ
う
と
す
る
な
ら
、「
被
災
地
」
で

あ
る
と
い
う
不
幸
に
、
い
つ
ま
で
も
甘

ん
じ
て
い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

一
日
も
早
い
「
被
災
地
」
か
ら
の
脱
却

と
人
口
減
少
へ
の
対
応
を
す
る
こ
と

が
、
新
た
な
川
内
村
を
創
っ
て
い
く
こ

と
に
な
る
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
ど

う
す
れ
ば
生
活
で
き
る
の
か
、
生
き
て

い
く
た
め
に
何
を
す
れ
ば
い
い
の
か
、

選
択
と
集
中
、
ア
イ
デ
ア
が
求
め
ら
れ

る
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
、
皆
様
の
復
興
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
し
っ
か
り
受
け
止
め
、
日
夜
努

力
を
重
ね
る
こ
と
を
再
び
お
誓
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
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できごと

平成28年度　一般会計予算額　7,566,000千円
区　分 平成28年度

議　　 会　　 費 60,913
総　　 務　　 費 1,430,830
民　　 生　　 費 596,076
衛　　 生　　 費 163,343
労　　 働　　 費 132,970
農 林 水 産 業 費 1,683,906
商　　 工　　 費 102,805
土　　 木　　 費 449,644
消　　 防　　 費 164,683

(うち広域消防費負担金) 90,765
教　　 育　　 費 395,053
災 害 復 旧 費 2,083,224
公　　 債　　 費 267,567
予　　 備　　 費 34,986
合 　 　 計 7,566,000

一般会計歳入予算内訳　　　　　　　　　　　単位：千円

区  　 分 予算額 構成比

自主財源

1.村　税 408,279 5.4%
2.分担金及び負担金 213 0.0%
3.使用料 25,996 0.3%
4.手数料 2,710 0.0%
5.財産収入 29,558 0.4%
6.寄付金 702 0.0%
7.繰入金 1,093,009 14.4%
8.繰越金 1 0.0%
9.諸収入 7,983 0.1%

小　　計 1,568,451 20.7%

依存財源

1.地方譲与税外 61,217 0.8%
2.地方交付税 1,085,429 14.3%
3.国庫支出金 1,737,715 23.0%
4.国有提供施設等 
　所在市町村助成交付金 10,367 0.1%

5.県支出金 2,838,046 37.5%
6.村　債 251,369 3.3%
7.諸収入 13,406 0.2%

小　　計 5,997,549 79.3%
合　　　計 7,566,000 100.0%

一般会計歳出予算性質内訳　　　　　　　　　　単位：千円

区　　　分 予算額 構成比
1,025,762 13.6%

義務的経費
人 件 費 564,878 7.5%
扶 助 費 193,317 2.6%
公 債 費 267,567 3.5%

2,287,496 30.2%

一般的経費
物 件 費 1,486,645 19.6%
補 助 費 等 791,172 10.5%
そ の 他 9,679 0.1%

3,917,573 51.8%

投資的経費
普通建設事業 2,177,573 28.8%
災 害 復 旧 費 1,740,000 23.0%

335,169 4.4%

その他の経費
繰 出 金 300,183 4.0%
予 備 費 34,986 0.5%

合　　計 7,566,000 100%

特別会計予算　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分 平成28年度 平成27年度 増減額 伸び率
国 保 会 計 707,852 713,760 △ 5,908 -0.8%
直 診 会 計 142,427 156,184 △ 13,757 -8.8%
農 集 排 会 計 114,906 94,986 19,920 21.0%
介 護 会 計 507,103 459,628 47,475 10.3%
介護サービス会計 1,429 1,580 △ 151 -9.6%
後 期 高 齢 会 計 70,568 72,140 △ 1,572 -2.2%

計 1,544,285 1,498,278 46,007 3.1%

村税の予算比較表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千円

区　　分 平成28年度 平成27年度 増減額 伸び率 １人当りの額（円）
村   民   税 75,722 61,982 13,740 22.2% 27,475
固 定 資 産 税 305,851 316,241 △ 10,390 -3.3% 13,510
軽 自 動 車 税 8,860 7,318 1,542 21.1% 3,215
た ば こ 税 17,846 15,180 2,666 17.6% 6,475
土 地 保 有 税 0 0 0 - 0

計 408,279 400,721 7,558 1.9% 50,676
※固定資産税の１人当たりの額には大規模償却資産分・国有資産等所在地市町村交付金は含まれない。

総務費
1,430,830

民生費
596,076

農林水産業費
1,683,906

衛生費
163,343

商工費 102,805

土木費 449,644

消防費 164,683

（うち広域消防費
負担金）90,765

災害復旧費
2,083,224

労働費
132,970教育費

395,053

公債費 267,567 予備費 34,986

議会費 60,913
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できごと

平成28年度
村の予算 「復興から定住加速へ」

平成28年度の当初予算が３月の定例議会で決まりました。
　平成28年度の当初予算は、一般会計で75億6600万円となり、前年度当初予算と比較し約14億円の減
額予算となっております。性質別に見ると全体予算の約23%が昨年に引き続き災害復旧費となる除染費が
占め、次に普通建設事業が約29%となりましたが、これは、引き続き震災復興関連事業を優先的に実施し、
村の復興再生を加速させるためのものです。新たな事業を盛り込みながら住民の福祉の向上に努め、子ども
たちや女性への支援策、村内への定住化に向けた「地域づくり」の視点に立ち予算の編成を行いましたので
お知らせいたします。

主要な事業
①原子力災害復旧除染事業 2,014,063千円
②米備蓄倉庫整備事業 740,600千円
③工業団地整備事業 643,736千円
④営農再開支援事業 303,001千円
⑤総合グラウンド改修事業 165,000千円
⑥葬祭場改修事業 68,300千円
⑦村営住宅機能回復工事 49,680千円
⑧光ファイバー敷設事業 86,400千円
⑨高塚高原整備事業 34,800千円
⑩定住住宅建築助成事業 20,000千円

平成28年度一般会計予算額　7,566,000千円

平成28年度の施策として、次の点を推進していきます。

議会費　60,913千円

労働費　132,970千円

消防費164,683千円
(うち広域消防費負担金)90,765千円

総務費　1,430,830千円

農林水産業費　1,683,906千円

教育費　395,053千円

民生費　596,076千円

商工費　102,805千円

災害復旧費　2,083,224千円

衛生費　163,343千円

土木費　449,644千円

公債費　267,567千円
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○復興庁派遣 佐藤大治郎 ○経産省派遣 堀越 稔 ○福島県派遣 吉田 英樹
○復興庁派遣 嶋 多恵子 ○環境省派遣 野内 正裕 ○双葉普及所 新妻 俊栄
○農水省派遣 ○双葉普及所 半澤 勝拓

【課名、課長】 【係 名】 【係 長】 【係 員】
事 務 局 ・石井 僚（兼）議会事務局

局長 横田正義
総 務 係 係長 草野圭吾 ・西山祐子 ・石井 僚 ・遠藤昌一（臨）

・猪狩伊和子（臨）
企画政策係 係長 三瓶守衛 ・猪狩栄志 ・秋元絵理 ・東郷知沙（任期付）総 務 課

課長 三瓶敏彦
財 務 係 係長 渡邉政美 ・猪狩安次 ・猪狩久幸 ・遠藤光栄（任期付）

出納管理係 係長 秋元由美子 ・志賀真理子出 納 室
室長 三瓶敏彦（兼）

住 民 係 係長 藤宮健二 ・大須賀さおり ・猪狩克文 ・大山真一
・佐々木大輔 ・遠藤 瞳住 民 課

課長 遠藤清輝 税 務 係 係長 小沼裕和 ・遠藤拓郎 ・秋元秀典 ・新田富士雄（任期付）

商工観光係 係長 西山恭司 ・高森亮輔 ・市川 聡（任期付）

村 長 副村長 農 政 係 係長 遠藤一美 ・鹿股 仁 ・森 雄幸（再任用）産業振興課
遠藤雄幸 猪狩 貢 課長 小松正方

除 染 係 係長 猪狩洋一 ・猪狩直志 ・遠藤眞一（臨）

土 木 係 係長 大山浩志 ・猪狩直樹 ・池永道典（派）

営 繕 係 係長 遠藤栄治 ・秋元喜夫 ・伊藤俊久（任期付）建 設 課
課長 猪狩成司

農地林務係 係長 三瓶義浩 ・遠藤修一 ・横田善誉

保健福祉係 係長 猪狩恵子 ・箭内 浩 ・渡邉洋平 ・猪狩政江
・服部芳治 ・飯塚由佳（派）

課長 秋元敏博 地域包括支援センター
所長 秋元敏博（兼）・副所長 今野由美子 ・中山友子（派）
医 療 係 係長 吉岡一清 ・遠藤真希 ・遠藤 愛 ・菅野都子（臨）国保診療所

所長 山崎 聡 歯科長 古内秀幸 ・高野洋子（臨）・吉田理恵子（臨）
事務長 秋元敏博（兼）

教育総務係 係長 猪狩健一 ・中西有希
・秋元佳奈美（通）・菅波くるみ（臨）

教育委員会 教育長 生涯学習係 係長 若松 秀 ・会田秀雄（任期付） ・大田明子（復興支援員）
秋元 正 課長 薄 晃

公民館長（兼） かわうち保育園 園長 志賀 東 ・猪狩ちとせ ・渡邊 舞 ・小松夏子
・滝田良子（臨・幼児教育アドバイザー）

農業委員会 事 務 局 次長 遠藤一美（兼）・森 雄幸（併任）事 務 局
局長 小松正方（兼）

・福島県市町村総室派遣 田井啓玄

職 種 人 数 説 明 部 局 人 数 説 明 職 種 人 数
課 長 ９人 うち医師２人 村 長 ５３人 一般行政職 ４９人
係 長 １８人 議会事務局 １人 部門別職員 １７人
係 員 ３２人 うち派遣１人 教育委員会 １０人 うち通雇１名
通年雇用 １人 農業委員会 ２人 再任用を含めない
任 期 付 ６人
計 ６６人 ※再任用を含めない 計 ６６人 計 ６６人

教 育 課

保健福祉課

川内村の組織と職員の配置表
平成28年4月1日現在
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川内村役場　新任者あいさつ

高
森

　亮
輔

（
た
か
も
り

　り
ょ
う
す
け
）

新
採
用

　
埼
玉
県
入
間
市
か
ら
、
平
成
25
年

12
月
に
福
島
復
興
局
か
ら
の
派
遣
と

い
う
形
で
川
内
村
に
や
っ
て
参
り
ま

し
た
。
今
年
度
か
ら
職
員
と
し
て
更

な
る
努
力
を
し
て
い
き
ま
す
の
で
宜

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
井

　
　僚

（
い
し
い

　り
ょ
う
）

新
採
用

　
か
わ
う
ち
興
学
塾
で
講
師
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
た
こ
と
が
き
っ
か

け
で
、
川
内
村
で
働
く
こ
と
を
希
望

し
ま
し
た
。
趣
味
は
野
外
フ
ェ
ス
に

行
く
こ
と
な
ど
で
す
。
自
分
の
で
き

る
こ
と
を
精
一
杯
や
り
ま
す
。

遠
藤

　
　瞳

（
え
ん
ど
う

　ひ
と
み
）

新
採
用

　
３
月
ま
で
川
内
村
役
場
郡
山
出
張

所
で
嘱
託
職
員
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
。
４
月
か
ら
は
、
正
職
員
と
し

て
、
住
民
課
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
、
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

渡
邊

　
　舞

（
わ
た
な
べ

　ま
い
）

新
採
用

　
こ
の
度
、
職
員
と
し
て
働
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
渡
邊
舞
で
す
。
８
年

間
か
わ
う
ち
保
育
園
で
働
い
て
き
た

経
験
を
生
か
し
、
子
ど
も
達
の
健
や

か
な
成
長
を
育
ん
で
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　 

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

小
松

　夏
子

（
こ
ま
つ

　な
つ
こ
）

新
採
用

　
今
年
か
ら
か
わ
う
ち
保
育
園
の
保

育
士
と
な
り
ま
し
た
、
小
松
夏
子
で

す
。
分
か
ら
な
い
こ
と
も
多
く
ご
迷

惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
精
一
杯
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
何
卒
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。市

川

　
　聡

（
い
ち
か
わ

　さ
と
る
）

任
期
付
職
員

　
前
職
は
日
産
自
動
車
の
研
究
開
発

職
で
し
た
が
、
昨
年
８
月
よ
り
村
役

場
に
居
り
ま
す
。
微
力
な
が
ら
、
村

の
復
興
・
活
性
化
に
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
愛
車
の
マ
ー
チ
共
々
、

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

伊
藤

　俊
久

（
い
と
う

　と
し
ひ
さ
）

任
期
付
職
員

　
埼
玉
県
和
光
市
か
ら
来
ま
し
た
。

川
内
村
の
人
と
自
然
に
ベ
タ
惚
れ
の

歩
く
こ
と
大
好
き
人
間
で
す
。
村
の

人
た
ち
に
溶
け
込
ん
で
、
明
日
の
川

内
に
向
け
て
力
に
な
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

会
田

　秀
雄

（
あ
い
た

　ひ
で
お
）

任
期
付
職
員

　
田
村
市
役
所
職
員
Ｏ
Ｂ
で
田
村
市

滝
根
町
か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
村
民

の
皆
様
と
共
に
更
な
る
復
興
そ
し
て

新
し
い
村
づ
く
り
の
た
め
に
微
力
な

が
ら
務
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

遠
藤

　光
栄

（
え
ん
ど
う

　み
つ
え
い
）

任
期
付
職
員

　
田
村
市
大
越
町
出
身
で
す
。
雄
大

な
川
内
村
の
美
し
い
自
然
の
中
、
爽

快
に
通
勤
し
て
い
ま
す
。
微
力
と
は

思
い
ま
す
が
、
田
村
市
職
員
42
年
間

の
経
験
を
活
か
し
、
村
民
皆
さ
ま
の

た
め
に
力
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

新
田
富
士
雄

（
に
っ
た

　ふ
じ
お
）

任
期
付
職
員

　
初
め
て
の
川
内
の
地
、
地
理
も
、

地
域
も
、
人
も
分
か
ら
な
い
こ
と
ば

か
り
で
す
が
、
１
日
も
早
く
覚
え
、

川
内
村
の
一
助
に
な
れ
る
よ
う
頑
張

り
ま
す
の
で
村
民
の
皆
さ
ん
宜
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

東
郷

　知
沙

（
と
う
ご
う

　ち
さ
）

任
期
付
職
員

　
昨
年
３
月
ま
で
役
場
庁
舎
２
階
に

あ
る
復
興
庁
福
島
復
興
局
C
A
P
に

勤
め
て
お
り
ま
し
た
。
川
内
村
の
皆

様
に
お
世
話
に
な
る
の
は
３
年
目
に

な
り
ま
す
。
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

吉
田

　英
樹

（
よ
し
だ

　ひ
で
き
）

「
す
べ
て
は
村
民
の
た
め
に
！
」
役

場
内
に
掲
げ
ら
れ
た
こ
の
言
葉
を
肝

に
銘
じ
、
村
の
復
興
の
た
め
精
一
杯

頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
指

導
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

新
妻

　俊
栄

（
に
い
つ
ま

　と
し
え
い
）

県
か
ら
の
派
遣
職
員

　
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
農
業
短
期
大

学
校
か
ら
参
り
ま
し
た
。
稲
の
栽
培

指
導
や
、
集
落
営
農
等
の
支
援
を
通

じ
、
一
燈
照
隅
で
村
づ
く
り
に
貢
献

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。県

か
ら
の
派
遣
職
員
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できごと

　
今
年
度
、
白
河
市
立
白
河
第
三
小
学
校
よ
り

着
任
し
ま
し
た
佐
藤
貴
子
で
す
。

　

自
然
豊
か
で
水
の
き
れ
い
な
川
内
村
で
子
ど

も
達
の
教
育
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
嬉
し
く
思

い
ま
す
。
地
域
の
方
々
に
教
え
て
頂
き
な
が
ら
、

子
ど
も
達
を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
自
分
自
身
も
子
ど
も
達
と
共
に
学
び
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
白
河
の
県
南
教
育
事
務
所
よ
り
参
り
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
着
任
以
来
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
保

護
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
温
か
い
ご
支
援

に
、
小
学
校
教
育
に
携
わ
る
責
任
の
重
さ
を
あ

ら
た
め
て
感
じ
て
お
り
ま
す
。
川
内
小
学
校
の

教
育
目
標
「
未
来
に
羽
ば
た
く　

自
ら
考
え
る

子
ど
も　

思
い
や
り
の
あ
る
子
ど
も　

た
く
ま

し
い
子
ど
も
」
具
現
の
た
め
、
専
心
努
力
し
て

参
り
ま
す
。
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
会
津
若
松
市
立
城
南
小
学
校
よ
り
参
り

ま
し
た
。
富
岡
町
出
身
で
す
。

　

川
内
村
は
自
然
豊
か
な
と
こ
ろ
で
、
気

持
ち
が
い
い
と
こ
ろ
だ
な
と
感
じ
て
い
ま

す
。

　

給
食
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が
好
き
嫌
い

な
く
色
々
な
食
材
を
食
べ
ら
れ
る
よ
う
、

お
い
し
く
て
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
献
立

を
立
て
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
南
相
馬
市
立
原
町
第
三
中
学

校
よ
り
参
り
ま
し
た
、
渡
邊
美
紗
子
で
す
。

た
く
さ
ん
の
自
然
に
囲
ま
れ
た
、
こ
の
川

内
村
で
育
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
会
え
る
の

を
、
と
て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
、
様
々
な
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
明
る
く
、
元
気
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
度
、
福
島
市
立
福
島
第
4
中
学
校
か
ら
着
任
し
ま
し

た
、
小
澤
多
聞
で
す
。

　

川
内
村
の
豊
か
な
自
然
や
、
の
ど
か
で
落
ち
着
い
た
環
境

の
中
で
教
育
活
動
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
、
喜
び
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
子
供
た
ち
が
、
笑
顔

で
充
実
し
た
日
々
を
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、
全
力
を
尽
く
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
保
護
者

の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
、
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
さ
と
う
　
た
か
こ
）

佐
藤
　
貴
子 

先
生

（
か
と
う
　
ま
さ
ゆ
き
）

加
藤
　
正
行 

校
長
先
生

（
は
ん
が
い
　
め
ぐ
み
）

半
谷
　
恵
巳 

先
生

（
わ
た
な
べ
　
み
さ
こ
）

渡
邊
美
紗
子 

先
生

（
お
ざ
わ
　
た
も
ん
）

小
澤
　
多
聞 

先
生

　

村
で
は
、
放
射
線
に
関
す
る
詳
し
い
専
門

家
と
し
て
、
遠
藤
眞
一
さ
ん
を
放
射
線
相
談

員
と
し
て
委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

　

放
射
線
に
つ
い
て
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課　

除
染
係

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
４

放
射
線
相
談
員
の
設
置

川内小・中学校 新任者あいさつ
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マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

４
月
30
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
た
「
第
1
回

川
内
の
郷
か
え
る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
～
復
興
か
ら

創
生
へ
の
折
り
返
し
～
」
で
は
、
ラ
ン
ナ
ー
応

援
、
運
営
の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
た
く
さ
ん
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

大
会
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
６
月
号
に
て
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

防
霜
対
策
本
部
設
置

　

４
月
15
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
の
間
、
農
作

物
の
凍
霜
害
を
未
然
に
防
止
す
る
こ
と
を
目
的

に
、
防
霜
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

霜
注
意
報
の
お
知
ら
せ
は
、
県
本
部
か
ら
通

報
が
あ
っ
た
と
き
や
、
村
の
気
温
測
定
で
霜
の

降
り
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
に
、
防
災
無
線
で
随

時
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
霜
が
降
り
や
す
い
と
き

　

○
星
が
き
れ
い
に
見
え
る
と
き

　
○
風
が
な
く
空
気
が
乾
い
て
い
る
と
き

　
○
小
雨
が
降
っ
て
夕
方
に
や
ん
だ
と
き

　

な
お
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
の
情
報
、
広
報
や

チ
ラ
シ
等
の
防
霜
予
報
・
技
術
対
策
に
従
い
、

事
前
に
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ　

産
業
振
興
課　

農
政
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
２

モ
リ
タ
ロ
ウ
寄
付
金

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

愛
知
県　

渡　

辺　

皓　

彦　

様

　
　
　

�

５
０
、０
０
０
円

　

千
葉
県　

藤　

戸　

隆　

夫　

様

　
　
　

�

２
０
、０
０
０
円

　

東
京
都　

松　

井　

義　

明　

様

�

　
　

�

１
、０
０
０
、０
０
０
円

　

東
京
都　

深　

井　

未
来
生　

様

　
　
　

��

１
０
０
、０
０
０
円

　

ご
寄
付
は
村
づ
く
り
な
ど
の
事
業
に
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
ご
寄
付
い
た
だ
い
た
方
で
、
公
開
に
つ
い
て

確
認
が
で
き
た
方
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
長
に
猪
狩
丈
さ
ん
が
就
任

　

秋
元
公
男
団
長
の
退
任
に
伴
い
、
猪
狩
丈
副

団
長
が
4
月
1
日
付
け
で
村
長
か
ら
辞
令
が
交

付
さ
れ
、
新
団
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

　

猪
狩
新
団
長
は
昭
和
54
年
11
月
に
入
団
し
、

分
団
長
、
本
団
幹
部
を
経
て
平
成
24
年
５
月
か

ら
副
団
長
を
勤
め
て
き
ま
し
た
。

　

新
団
長
に
は
、
地
域

の
安
全
確
保
の
た
め
、

一
層
の
ご
尽
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
団
長
就
任

に
よ
り
幹
部
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
の
で
お
知

ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　
　
団
　
　
　
長
　
　
　
猪
　
狩
　
　
　
丈

　
副
　
団
　
長
　
　
　
川
久
保
　
真
　
人

　
庶
務
分
団
長
　
　
　
久
保
田
　
裕
　
樹

　
指
導
分
団
長
　
　
　
河
　
原
　
修
　
一

　
指
導
分
団
長
兼
技
術
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
和
田
　
忠
　
好

　
指
導
分
団
長
兼
救
護
分
団
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
遠
　
藤
　
和
　
之

　
指
導
分
団
長
　
　
　
秋
　
元
　
精
　
二
　



もりたろうプールオープン！保育園

卒園おめでとう！ かわうち保育園卒園式
　３月25日（金）かわうち保育園遊戯室において卒園式が行われました。
　式では名前を呼ばれると、大きな声で「はい」と返事し園長先生から卒園証書を受け取り
ました。
　そして将来の夢と、今まで育ててくれた感謝の気持ちを込めて「ありがとう！」を伝えま
した。
　卒園した5人の園児たちは、すてきなお兄さん、お姉さんの顔でした。

　４月５日（火）かわうち保育園遊戯室において入園式が行われました。担任の先生から名前を呼ば
れた園児は、元気よく「はいっ！」とお返事ができました。
　今年度は、にじ組11名、ほし組８名、さくらんぼ組３名の22名の園児たちでにぎやかになります。
　また、１年元気いっぱい、楽しく頑張りましょうね！

入園おめでとう！ かわうち保育園入園式

　平成 28年 4月 3日（日）に、室内型村民プール「もりたろうプール」がオープンしました。
同日 10 時から開催されたオープンセレモニーには、ご支援して頂いた関係機関の皆様を
はじめ、多くの方に来場して頂きました。また、元オリンピック選手の中村真衣さんに泳
初めをしていただき安全祈願が行われました。

ピアノ発表会
　平成28年３月27日（日）に、ピアノ発表会が開催され、１年間ピアノ教室で練習してきた
成果を発表しました。ピアノの他にもエレクトーン演奏、歌、歌遊び、連弾等も交え、保護者
の皆様、地域の皆様にも参加して頂きました。

第12回健康づくりソフトバレーボール大会
　村民のふれあいと健康づくりを目的に3月21
日、第12回健康づくりソフトバレーボール大会を
開催しました。
　全13チーム、約80名の方が参加していただき、
日頃の運動不足解消と練習成果を発揮していただ
きました。
　今回は、小学生の親子でエントリーされたチー
ムもあり、家族や選手の笑顔があふれていました。
　また来年も開催しますので、小・中学生及びおじ
いちゃん、おばあちゃんの参加もお待ちしており
ます。　 【大会結果】　優勝：川内SVCチーム　準優勝：Dead or Dead　第3位：チームゆふね
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もりたろうプールオープン！保育園

卒園おめでとう！ かわうち保育園卒園式
　３月25日（金）かわうち保育園遊戯室において卒園式が行われました。
　式では名前を呼ばれると、大きな声で「はい」と返事し園長先生から卒園証書を受け取り
ました。
　そして将来の夢と、今まで育ててくれた感謝の気持ちを込めて「ありがとう！」を伝えま
した。
　卒園した5人の園児たちは、すてきなお兄さん、お姉さんの顔でした。

　４月５日（火）かわうち保育園遊戯室において入園式が行われました。担任の先生から名前を呼ば
れた園児は、元気よく「はいっ！」とお返事ができました。
　今年度は、にじ組11名、ほし組８名、さくらんぼ組３名の22名の園児たちでにぎやかになります。
　また、１年元気いっぱい、楽しく頑張りましょうね！

入園おめでとう！ かわうち保育園入園式

　平成 28年 4月 3日（日）に、室内型村民プール「もりたろうプール」がオープンしました。
同日 10 時から開催されたオープンセレモニーには、ご支援して頂いた関係機関の皆様を
はじめ、多くの方に来場して頂きました。また、元オリンピック選手の中村真衣さんに泳
初めをしていただき安全祈願が行われました。

ピアノ発表会
　平成28年３月27日（日）に、ピアノ発表会が開催され、１年間ピアノ教室で練習してきた
成果を発表しました。ピアノの他にもエレクトーン演奏、歌、歌遊び、連弾等も交え、保護者
の皆様、地域の皆様にも参加して頂きました。

第12回健康づくりソフトバレーボール大会
　村民のふれあいと健康づくりを目的に3月21
日、第12回健康づくりソフトバレーボール大会を
開催しました。
　全13チーム、約80名の方が参加していただき、
日頃の運動不足解消と練習成果を発揮していただ
きました。
　今回は、小学生の親子でエントリーされたチー
ムもあり、家族や選手の笑顔があふれていました。
　また来年も開催しますので、小・中学生及びおじ
いちゃん、おばあちゃんの参加もお待ちしており
ます。　 【大会結果】　優勝：川内SVCチーム　準優勝：Dead or Dead　第3位：チームゆふね
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中学校

入学おめでとう！ 川内中学校
　４月６日、桜のつぼみも膨らみ始めた春のよき日、真新しい制服に身を包んだ８名の新入
生が、希望と不安を胸に、伝統ある川内中学校に入学しました。
　たくさんのご来賓の皆様と保護者に見守られ、厳粛に式を終えることができました。

○生徒代表歓迎の言葉では、若松聖也君が
「中学校では、様々な活動を通して、友達
や仲間との絆が深まり、多くのことを学ぶ
ことができます。自分の目標に向かって頑
張ってください。その中で試練に直面する
こともあるかと思いますが、一人で悩まず、
みんなで協力し合って乗り越えていきま
しょう。今日から皆さんも川内中学校の一
員です。様々な活動に積極的に参加し、私
たちと共にこの川内中学校のよき伝統を守
りつつ、さらに素晴らしい学校にしていき
ましょう。」と述べました。

○新入生誓いの言葉では、関根菜々美さん
が「私たちが誕生して、13度目の春が巡っ
て参りました、心地よい春風に誘われて、
今、川内中学校の門をくぐった私たちは、
希望に胸をふくらませています。不安な気
持ちもありますが、今日の喜びを忘れず、
今より心新たに、中学校生活を踏み出した
いと思います。また、先輩方とともに、栄
えある伝統を受け継ぎ、更に発展させるた
め、努力することを約束します。」と、力
強く堂々と誓いの言葉を述べました。

小学校

　３月23日に川内小学校で卒業式が行われました。卒業証書を受け取る５名の卒業生の姿に、
頼もしさを覚えました。別れの言葉では、６年間の思い出とともに、在校生へのメッセージ、先
生方や両親への感謝の思いもしっかりと伝えることができました。
　これまで支えてくださったすべての皆様に心から感謝申し上げます。

　４月６日に川内小学校で入学式が行われました。小学校生活への大きな期待をふくらませ
た４名の新入生です。６年生に手を引かれて元気いっぱい入場しました。大きな声で元気に返
事をし、一人一人校長先生から教科書を受け取りました。
　勉強や運動、これからしっかりがんばります。

入学おめでとう！ 川内小学校

卒業おめでとう！ 川内小学校

広報かわうち 2016.5 12

できごと



中学校

入学おめでとう！ 川内中学校
　４月６日、桜のつぼみも膨らみ始めた春のよき日、真新しい制服に身を包んだ８名の新入
生が、希望と不安を胸に、伝統ある川内中学校に入学しました。
　たくさんのご来賓の皆様と保護者に見守られ、厳粛に式を終えることができました。

○生徒代表歓迎の言葉では、若松聖也君が
「中学校では、様々な活動を通して、友達
や仲間との絆が深まり、多くのことを学ぶ
ことができます。自分の目標に向かって頑
張ってください。その中で試練に直面する
こともあるかと思いますが、一人で悩まず、
みんなで協力し合って乗り越えていきま
しょう。今日から皆さんも川内中学校の一
員です。様々な活動に積極的に参加し、私
たちと共にこの川内中学校のよき伝統を守
りつつ、さらに素晴らしい学校にしていき
ましょう。」と述べました。

○新入生誓いの言葉では、関根菜々美さん
が「私たちが誕生して、13度目の春が巡っ
て参りました、心地よい春風に誘われて、
今、川内中学校の門をくぐった私たちは、
希望に胸をふくらませています。不安な気
持ちもありますが、今日の喜びを忘れず、
今より心新たに、中学校生活を踏み出した
いと思います。また、先輩方とともに、栄
えある伝統を受け継ぎ、更に発展させるた
め、努力することを約束します。」と、力
強く堂々と誓いの言葉を述べました。

小学校

　３月23日に川内小学校で卒業式が行われました。卒業証書を受け取る５名の卒業生の姿に、
頼もしさを覚えました。別れの言葉では、６年間の思い出とともに、在校生へのメッセージ、先
生方や両親への感謝の思いもしっかりと伝えることができました。
　これまで支えてくださったすべての皆様に心から感謝申し上げます。

　４月６日に川内小学校で入学式が行われました。小学校生活への大きな期待をふくらませ
た４名の新入生です。６年生に手を引かれて元気いっぱい入場しました。大きな声で元気に返
事をし、一人一人校長先生から教科書を受け取りました。
　勉強や運動、これからしっかりがんばります。

入学おめでとう！ 川内小学校

卒業おめでとう！ 川内小学校
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◆
俳
句
つ
れ
づ
れ

　
「
菜
の
花
や
月
は
東
に
日
は
西
に
」は
、蕪
村
の
有
名
な
句
で
す

が
、こ
の
よ
う
な
現
象
は
年
に
何
日
も
無
い
筈
で
す
。
と
云
う
事

は
空
想
作
で
す
ね
。
客
観
的
描
写
も
写
生
も
良
い
け
れ
ど
、飛
躍

さ
せ
る
空
想
も
許
さ
れ
る
と
云
う
事
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、俳
句
の
ル
ー
ツ
は
俳
諧
と
云
う
文
芸
と
云
わ
れ
、滑
稽
、

戯
れ
と
云
う
意
味
。
簡
単
に
言
っ
て
し
ま
え
ば
笑
い
で
す
。
笑

い
は
平
和
な
世
の
中
に
と
っ
て
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
要
素
で

す
。
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
、清
く
楽
し
く
自
由
な
句
を
詠
む
の
が

望
み
で
す
。�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山　
雀

◆
訂
正
と
お
詫
び

　
広
報
か
わ
う
ち
４
月
号
に
お
い
て
、「
俳
句
つ
れ
づ
れ
」の
詠
み
手
に「
き

い
ち
」と
記
載
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
正
し
く
は「
花
子
」で
す
。
訂
正
し
て
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

できごと（連載）

　皆さんこんにちは。昨年の４月から富岡消防署川内出張所に勤務し
ています前田功平です。
　川内村に来て特に感動したことがあり、それは、子供達が元気に遊
んでいる姿と、私があいさつをしたら元気よく返事を返してくれる礼
儀正しさでした。
　川内村に来た当初は村の地理に不安があったので、仕事終わりの帰
宅途中に村内の風景を見てまわっているのですが、その際に川内村の
綺麗な川、桜並木や紅葉など自然の美しい風景に強く感動し、時間が
ゆっくりと流れ自分の心が洗われるような気持ち良さを感じました。
　四季折々、川内村で自然を感じながら住民の方々が安心して生活ができるように未熟ではあります
が、誠心誠意頑張っていきたいと思いますので、姿を見かけましたらどうぞ気兼ねなくお声がけ下さ
い。

  
 ■次号の人紹介 　 次回は「嶋　多恵子」さんをご紹介します。

聞いてくんちぇ♪

前田 功平 さん

川
内
俳
句
会 

四
月
句
会



平
成
28
年
度

第
１
回
高
齢
者
・
婦
人
中
央
学
級

を
開
催
し
ま
す

　

平
成
28
年
度
、
高
齢
者
・
婦

人
中
央
学
級
を
開
講
す
る
に
あ

た
り
、
記
念
す
べ
き
第
１
回
目

は
、
遠
藤
雄
幸
川
内
村
長
の
講

話
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
皆

様
、
多
数
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

■
日
時　

５
月
25
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

�

２
階　

大
ホ
ー
ル

５
月
の
賠
償
金
請
求
に
関
す
る

東
京
電
力
㈱
相
談
窓
口
開
設

　

東
京
電
力
㈱
で
は
、
次
の
日
程
で

賠
償
金
請
求
に
関
す
る
相
談
窓
口
を

開
設
し
て
い
ま
す
。
ご
相
談
に
あ

た
っ
て
は
、
東
京
電
力
㈱
か
ら
郵
送
さ

れ
た
「
賠
償
金
請
求
の
ご
案
内
」
な
ど

の
関
係
資
料
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

①
川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

（
1
階
会
議
室
）

■
日　

時

　

５
月
12
日
（
木
）、
26
日
（
木
）

　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
２
時

②
郡
山
市

　

若
宮
前
仮
設
住
宅
集
会
所

■
日　

時　

５
月
17
日
（
火
）

　
　
　
　
　

午
後
２
時
～
午
後
4
時

飲
料
水
・
沢
水
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

検
査
に
つ
い
て

　

村
で
は
、
毎
週
火
曜
日
に
飲
料
水

検
査
を
希
望
し
て
い
る
世
帯
に
つ
い

て
、
福
島
県
食
肉
衛
生
検
査
所
に
て

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

次
の
場
合
は
、
村
役
場
住
民
課
で

　

国
保
へ
の
届
け
出
が
必
要
で
す

■
川
内
村
国
保
へ
加
入
さ
れ
る
場
合

○
職
場
の
健
康
保
険
を
脱
退
し
た
時

※
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
証
明

書
（
資
格
喪
失
証
明
書
）
を
持
参
の

う
え
、
役
場
窓
口
で
国
保
加
入
の
手

続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
川
内
村
国
保
か
ら
脱
退
さ
れ
る
場
合

○
職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
時

※
国
保
の
保
険
証
と
勤
め
先
の
健
康

保
険
証
を
持
参
の
う
え
、
役
場
窓
口

で
脱
退
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
他
市
町
村
へ
転
出
さ
れ
る
と
き

※
国
保
の
保
険
証
を
持
参
の
う
え
、

役
場
で
の
転
出
手
続
き
の
際
に
脱
退

の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
、
汚
れ
・

破
れ
に
よ
り
使
え
な
く
な
っ
た
時

※
印
鑑
、身
分
を
証
明
す
る
も
の（
使

え
な
く
な
っ
た
保
険
証
等
）
を
持
参

の
う
え
、
役
場
窓
口
で
再
交
付
申
請

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
加
入
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…
】

・
保
険
証
が
使
え
な
い
た
め
医
療
費

が
全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
国
保
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て
お

支
払
い
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

飲
料
水
検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
28
年
3
月
11
日
～
平
成
28
年

4
月
10
日
の
受
付
件
数
は

　

井
戸
水
受
付
件
数　
　
　

2
件

　

表
流
水
（
沢
水
・
引
き
水
）

 

受
付
件
数　

0
件　

と
な
っ
て
お
り
、
す
べ
て
の
検
査
結

果
が
Ｎ
Ｄ
で
あ
り
ま
し
た
。

※
「
Ｎ
Ｄ
」
と
は
、
測
定
結
果
が
検

出
限
界
値
未
満
で
あ
っ
た
こ
と
を
指

す
。
検
出
限
界
値
は
、
測
定
機
器
や

測
定
条
件
（
測
定
時
間
等
）
に
よ
り

測
定
ご
と
に
異
な
り
、
本
結
果
に
お

い
て
は
放
射
性
ヨ
ウ
素
及
び
放
射
性

セ
シ
ウ
ム
に
関
し
、
１
Bq
／
kg
未
満

で
あ
る
。

　

引
き
続
き
、
飲
料
水
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
検
査
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
水

質
検
査
を
ご
希
望
の
方
は
、
２
リ
ッ

ト
ル
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
1
本
を
毎

週
金
曜
日
の
午
後
３
時
ま
で
に
①
採

取
場
所
②
月
日
③
時
間
④
天
候
を
添

え
て
、
役
場
住
民
課
に
届
け
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ　

住
民
課

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３

【
脱
退
手
続
き
が
遅
れ
る
と
…
】

・
国
保
保
険
証
と
健
康
保
険
証
の
両

方
が
手
元
に
あ
る
た
め
、
国
保
保
険

証
を
利
用
し
た
場
合
の
医
療
費
に
つ

い
て
は
返
還
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
保
保
険
税
と

健
康
保
険
料
の
両
方
を
支
払
っ
て
し

ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

住
民
課
住
民
係

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
３
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　東日本大震災及び原子力災害による、住民生活の安定と再建、更には川内村の復興促進
として昨年に引き続き平成28年度の住民税、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の
村税の免除、軽減の措置を実施します。　

【村民税】
・個　人　
・法　人
　災害により休業になった法人につ
いて、休業届けの提出があった法人
について、法人村民税の均等割相当
額を減免します。

【固定資産税】………広報４月号に掲載してあります。
【軽自動車税】
　 右記の対象車種については、全額減免いたします。
※右記車種以外については課税いたします。

【国民健康保険税】
　国民健康保険税条例第1条に規定する世帯主に課する本年度の国民健康保険税は、下記
のとおりです。
　国民健康保険税の算定や軽減の判定には、住民税の申告による所得を用いるため、所得
のない方でも税の申告が必要です。未申告の場合は、軽減措置が受けられません。

減免
対象
車種

原動機付自転車
二輪車
小型特殊自動車
原付三・四輪車

平成28年度の村税減免について

平成27年中の合計所得金額 減免割合
300万円以下 全額減免
300万円を超え  400万円以下 10/9　   減免
400万円を超え  500万円以下 10/7.5　減免
500万円を超え  750万円以下 10/5      減免
750万円を超え1,000万円以下 10/2.5　減免

《平成28年度国保税課税対象一覧》

対象区域
※国保加入世帯の所得合計額（27年中）

600万円以上 600万円以下

①
旧避難指示解除準備区域

（荻・貝ノ坂地区）
全額免除 全額免除

② 旧避難指示解除準備区域

通常課税

全額免除

③ 上記区域以外 全額免除

④

平成23年3月12日以降
村内転入者

通常課税
※ただし、国保加入世帯主の方が

「被災証明書」をお持ちの方は
免除の対象になります。
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平
成
28
年
度

川
内
村
消
防
春
季
検
閲
式
開
催

■
日
時

　

平
成
28
年
5
月
22
日(

日)
　

午
前
10
時
～

■
場
所

　

川
内
村
村
民
体
育
セ
ン
タ
ー

※
午
前
7
時
に
消
防
団
招
集
の

サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
の

で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ
う

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

広報かわうち 2016.517

年
金
だ
よ
り

■
国
民
年
金
保
険
料

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

　

20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ

て
も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
は
、
学
校
教
育
法

に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、
短

期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修

業
年
限
1
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
に

在
学
す
る
学
生
等
で
、
ご
本
人
の
前

年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で

す
。

〈
所
得
の
め
や
す
〉　

１
１
８
万
円 

＋ 

｛ 

扶
養
親
族
等
の

数
×
38
万
円 

｝

　

学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
4

月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す

が
、
承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在

学
予
定
で
あ
る
場
合
、
4
月
始
め
に

再
申
請
の
用
紙
が
送
ら
れ
て
き
ま
す

の
で
、
引
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
希
望
の
場
合
は
、
必
要
事
項
を

記
入
の
上
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

福
島
さ
わ
や
か
行
政
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

総
務
省
で
は
、
川
内
村
を
担
当
す

る
行
政
相
談
委
員
と
し
て
、
次
の
方

を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

遠
藤
公
一 

委
員
（
久
保
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
６
０
９

　

行
政
相
談
員
は
、
総
務
大
臣
が
委

嘱
す
る
も
の
で
、
国
の
仕
事
を
は
じ

め
、
年
金
事
務
所
な
ど
の
特
殊
法
人

等
の
仕
事
に
つ
い
て
の
苦
情
や
意

見
・
要
望
を
受
け
付
け
、
皆
さ
ん
と

関
係
行
政
機
関
等
と
の
間
に
立
っ

て
、
そ
の
解
決
を
促
進
す
る
よ
う
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
５
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で

の
１
ヶ
月
間
は
「
福
島
さ
わ
や
か
行

政
相
談
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
期
間
で

す
。
行
政
相
談
委
員
は
い
つ
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
期
間
中
は
次
の
と
こ
ろ
で

相
談
所
を
開
設
し
ま
す
の
で
、
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
月
日　

５
月
20
日
（
金
）

■
時
間　

10
時
か
ら
15
時
ま
で

■
場
所

　

川
内
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

農
地
法
に
基
づ
く

許
可
申
請
受
付
日
変
更
に
つ
い
て

　

農
地
法
に
基
づ
く
許
可
申
請
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
毎
月
10
日
ま
で
に

申
請
書
を
受
付
け
し
、
そ
の
月
の
20

日
に
農
業
委
員
会
総
会
に
お
い
て
、

審
査
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　

農
地
法
が
改
定
さ
れ
、
平
成
28
年

４
月
か
ら
は
、
こ
の
受
付
日
が
毎
月

10
日
か
ら
、
月
末
に
変
更
と
な
り
ま

す
。
こ
れ
に
伴
い
、
農
業
委
員
会
総

会
の
審
査
は
、
毎
月
10
日
に
変
更
と

な
り
ま
す
。

　

今
後
、
農
地
法
に
基
づ
く
許
可
申

請
を
農
業
委
員
に
行
う
場
合
は
、
毎

月
の
月
末
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

川
内
村
農
業
委
員
会
事
務
局

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
１
１
２

お知らせ
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造
な
ど
。

■
修
繕
等
希
望
業
種

（
１
）建
築
関
係（
大
工
、左
官
、屋
根
、

内
装
、
建
具
、
畳
、
ガ
ラ
ス
、
塗
装

工
な
ど
。）

（
２
）
設
備
関
係
（
電
気
設
備
、
水

道
設
備
、
機
械
設
備
、
照
明
、
ボ
イ

ラ
ー
な
ど
。）

（
３
）そ
の
他（
車
両
、造
園
業
な
ど
。）

■
そ
の
他

　

申
請
は
、
年
度
毎
に
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ　

総
務
課
財
務
係

　

☎
０
２
４
０

－
３
８

－

２
１
１
１

第
８
回
川
内
村
村
民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
・
協
賛

募
集
に
つ
い
て

　

川
内
村
公
民
館
で
は
、
村
体
協
ゴ

ル
フ
部
の
ご
協
力
に
よ
り
第
８
回
目

の
川
内
村
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
加

と
ご
協
賛
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

　

ご
協
賛
い
た
だ
い
た
商
品
等
は
、

お知らせ

小
規
模
修
繕
工
事
等
契
約
者
の

登
録
を
受
付
け
ま
す

　

川
内
村
が
発
注
す
る
修
繕
工
事
等

で
入
札
参
加
資
格
を
要
し
な
い
小
規

模
な
工
事
を
、
村
内
業
者
の
皆
さ
ん

の
受
注
機
会
を
拡
充
す
る
目
的
か

ら
、
小
規
模
修
繕
契
約
希
望
者
の
登

録
を
受
付
け
ま
す
。（
村
に
指
名
願

い
を
提
出
し
て
い
る
方
は
該
当
し
ま

せ
ん
。）

■
登
録
で
き
る
方

　

村
内
に
主
た
る
事
業
所
を
置
く
業

者
。（
適
法
の
範
囲
内
で
希
望
業
種
、

建
設
業
の
許
可
の
有
無
、経
営
組
織
、

従
業
員
数
等
は
問
い
ま
せ
ん
。）

■
登
録
の
方
法

　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

納
税
証
明
書
と
併
せ
提
出
す
る
だ
け

で
す
。（
郵
送
に
よ
る
受
付
け
は
認

め
ま
せ
ん
。）
申
請
書
は
役
場
総
務

課
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
契
約

（
１
）
内
容
が
軽
易
で
、
履
行
の
確

保
が
容
易
で
あ
る
も
の
と
す
る
。

（
２
）
契
約
金
額
が
１
３
０
万
円
未

満
の
小
規
模
な
工
事
及
び
修
繕
、
製

参
加
者
の
各
賞
に
て
、
贈
呈
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

川
内
村
の
復
興
と
参
加
者
の
親
睦

の
た
め
、
奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

（
女
性
の
方
、
大
歓
迎
で
す
。）

　

ご
参
加
・
ご
協
賛
に
関
し
て
、
詳

細
は
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ

い
。

■
問
合
せ

　

事
務
局
（
生
涯
学
習
係
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
６

　

会
長　

猪
狩
利
夫

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
０
８
３

平
成
28
年
度　

 

　

春
季
川
内
小
学
校
・
保
育
園

　
　

合
同
大
運
動
会
開
催
！

　

今
年
も
小
学
校
と
保
育
園
に
よ
る

村
民
参
加
型
の
運
動
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
５
０
０
名
も
の
参
加
を

い
た
だ
い
た
大
運
動
会
、
今
年
度
も

村
の
皆
様
と
元
気
い
っ
ぱ
い
の
運
動

会
に
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

恒
例
と
な
っ
た
『
川
内
甚
句
』、

地
域
の
方
々
が
本
気
で
走
る
『
大
人

の
リ
レ
ー
』
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の

種
目
で
す
。
子
ど
も
た
ち
と
地
域
の

方
々
が
い
っ
し
ょ
に
川
内
村
を
盛
り

上
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
豚
汁
や
参
加
賞
も
準
備
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
小
さ
い
お
子
様
か
ら

高
齢
者
の
方
ま
で
、
ま
た
学
校
に
お

子
さ
ま
が
い
な
い
方
々
も
、
声
を
掛

け
合
っ
て
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
さ
ら
な
る
復
興
、
川
内

村
の
元
気
へ
向
け
て
、
村
全
体
で
運

動
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
！

　

な
お
、
地
域
の
方
々
の
参
加
種
目

に
つ
い
て
は
、
川
内
小
学
校
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
村
内
に
掲
示
す
る
ポ
ス

タ
ー
等
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

平
成
28
年
５
月
21
日（
土
）

　
　
　

午
前
９
時　

開
会　

※
花
火
合
図　

午
前
６
時

■
場
所　

川
内
小
学
校　

校
庭　

※
雨
天
時
は
22
日
（
日
）
に
順
延

※
運
動
で
き
る
服
装
で
お
出
か
け
く

だ
さ
い
。



年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
に
つ
い
て

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
と
は

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」
の
実
現
に
向
け
、
賃

金
引
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い
低
所
得
の
高

齢
者
を
支
援
し
、
平
成
28
年
前
半
の
個
人
消
費

の
下
支
え
に
も
資
す
る
よ
う
、
低
所
得
の
高
齢

者
等
を
対
象
に
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉

給
付
金
を
実
施
・
支
給
す
る
も
の
で
す
。　

■
支
給
対
象
者

【
所
得
の
少
な
い
高
齢
者
向
け
の
年
金
生
活
者

等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
】

　

平
成
27
年
度
村
民
税
（
均
等
割
）
非
課
税
の

方
で
、
平
成
28
年
度
中
に
65
歳
以
上
と
な
る
方

■
支
給
額

　

支
給
対
象
者
１
人
に
つ
き　

３
万
円 

■
申
請
手
続

　

対
象
の
方
に
５
月
中
旬
頃
に
申
請
書
を
送
付

致
し
ま
す
。

■
問
合
せ

　

保
健
福
祉
課
（
ゆ
ふ
ね
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

子
育
て
応
援
・
用
具
購
入
費
補
助
金 

　

本
村
に
住
所
の
あ
る
乳
幼
児
の
た
め
に
子
育

て
用
具
を
購
入
し
た
場
合
、
そ
れ
ぞ
れ
の
代
金

の
半
額
を
補
助
し
ま
す

■
補
助
対
象
物

・
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

・
ベ
ビ
ー
カ
ー

・
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

■
補
助
対
象
者

①
本
村
に
住
所
の
あ
る
子
供
（
6
歳
未
満
）
と

同
居
し
て
い
る
保
護
者
。

■
補
助
の
金
額

① 

購
入
費
の
２
分
の
１
以
内
で
、
最
高
２
万

円
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

■
申
請
に
必
要
な
も
の

①
申
請
書
（
ゆ
ふ
ね
の
窓
口
ま
で
お
越
し
頂
く

か
、
お
電
話
く
だ
さ
い
。）

②
購
入
し
た
物
品
の
写
真

③
領
収
書
（
1
年
以
内
）

■
そ
の
他

① 

【
転
入
者
の
方
】
川
内
村
に
転
入
後
に
購
入

し
た
も
の
に
限
り
対
象
と
な
り
ま
す
。

② 

【
こ
れ
か
ら
お
子
さ
ん
が
生
ま
れ
る
方
】
出

生
前
に
購
入
し
た
も
の
も
、対
象
と
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ　

保
健
福
祉
課
（
ゆ
ふ
ね
）

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

２
９
４
１

乳
幼
児
健
診

■
期　

日　

５
月
19
日
（
木
）

■
場　

所　

ゆ
ふ
ね　

保
健
指
導
室

■
対　

象

乳
児
…
生
後
2
か
月
～
11
か
月
の
お
子
さ
ん

1
歳
6
か
月
児
…
Ｈ
26
年
8
月
～
Ｈ
26
年
11
月

　
　
　
　
　
　
　

生
ま
れ
の
お
子
さ
ん

３
歳
児
…
Ｈ
24
年
12
月
～
Ｈ
25
年
5
月
生
ま
れ

　
　
　
　

の
お
子
さ
ん

■
受
付
時
間
／
午
後
1
時
15
分
～
45
分
ま
で

＊
問
診
票
、
母
子
健
康
手
帳
を
持
参
し
て
く
だ

さ
い
。

＊
詳
し
く
は
、
個
別
の
案
内
通
知
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。
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こんにちは地域包括支援センターです。（地域のみなさまへ）
♥さりげない手助け・見守りが高齢者と家族を支えます
　地域のみなさまの理解と支えがあれば、認知症など何らかの病気や障がいのある人も介護する家族も、
自分らしい暮らしを続けることができます。必要なのはさりげない手助けや見守り、声かけなど。ちょっ
とした勇気や優しさこそが安心で安全な地域に変えていく原動力になります。
♥まずは挨拶や世間話をすることから始めてみましょう
　たとえば、「おはようございます」「今日はいい天気ですね」「今日はどちらへお出かけですか」など、あ
まり身構えることなく挨拶してみましょう。適度な距離を保った、さりげない見守りが安心感を与えます。
▼こんなことに気づいたら地域包括支援センターへ連絡を

◆電気がつけっぱなし、夜になっても明かりがつかない◆怒鳴り声がする、外で一人で弁当を食べ
ている◆しばらく姿をみかけない◆家や庭の様子が荒れている◆新聞や郵便物がたまっている◆知
らない人がよく出入りしている◆服装や様子がおかしい、行き先がわからなくなっているようだ　
　複合施設ゆふね内　地域包括支援センター　☎０２４０－ ３８－２９４１

子
宮
が
ん
検
診
・

骨
粗
鬆
症
検
診

■
期　

日　

５
月
23
日
（
月
）

■
受　

付

　

午
前
８
時
30
分
～
10
時
30
分

■
場　

所　

複
合
施
設
ゆ
ふ
ね

■
対　

象

　

子
宮
が
ん
検
診
…

　
　

20
歳
以
上
の
女
性

　

骨
粗
鬆
症
検
診
…

　
　

30
歳
以
上
の
女
性

■
料　

金

　

子
宮
が
ん
検
診⇒

無
料

　

骨
粗
鬆
症
検
診⇒

無
料

＊
す
で
に
申
し
込
ま
れ
た
方
に

は
、後
日
受
診
録
を
送
付
し
ま
す
。

受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
5
月
19

日（
木
）ま
で
に
保
健
福
祉
課（
ゆ

ふ
ね
内
）
保
健
師　

☎
３
８

－

２
９
４
１
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

乳
が
ん
検
診

乳
が
ん
検
診

・
５
月
25
日
（
水
）

　
　

ゆ
ふ
ね　

保
健
指
導
室

・
５
月
26
日
（
木
）

　
　

ゆ
ふ
ね　

保
健
指
導
室

・
５
月
27
日
（
金
）

　
　

ゆ
ふ
ね　

保
健
指
導
室

・
９
月
13
日
（
火
）

　
　

若
宮
前
Ｉ
Ｊ
棟
集
会
所

■
対　

象
／
40
歳
以
上
の
女
性

（
※
9
月
13
日
の
み
30
代
の
方
も

受
診
可
能
）

料　

金
／
無
料

＊
持
参
す
る
も
の
：
乳
が
ん
検
診

受
診
録
・
バ
ス
タ
オ
ル

＊
視
触
診
と
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー

（
乳
房
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
）
を

行
い
ま
す
。

＊
申
し
込
み
の
な
い
方
は
受
け
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
検
診
の
日
時
は
、
個
人

ご
と
に
指
定
と
な
り
、
そ
れ
以
外

の
日
程
で
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
、
検
診
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ

れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。
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お知らせ（福祉）

健診の意向調査の提出をお願いします
　前月の広報で、各個人の方宛に「検診申込書」を送付いたしますとしていましたが、婦人
がん検診の対象となる20歳以上の女性の方にのみ送付しております。提出がお済でない方は、
保健福祉課（ゆふね内）へご返送ください。
※なお、今年度の総合検診では意向調査は行わず、区ごとに日にちを指定しカルテを送付予
定です。（日程・検診会場の変更は可能です）
　詳しくは、保健福祉課（ゆふね内） 保健師まで　☎０２４０－ ３８－２９４１
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新
任
保
健
師
の
ご
紹
介

　

島
根
県
か
ら

来
ま
し
た
飯
塚

由
佳
で
す
。
出

身
は
岐
阜
県
下

呂
市
と
い
う
山

に
囲
ま
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。
保
健
師
学
校

卒
業
後
に
島
根
県
の
町
役
場
で
保
健
師
し

て
い
ま
し
た
。

　

小
野
町
か
ら
片
道
50
分
か
け
て
通
勤
し

て
い
る
の
で
安
全
運
転
を
心
掛
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
福
島
県
で
生
活

す
る
の
は
初
め
て
な
の
で
不
慣
れ
な
と
こ

ろ
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

　

こ
の
度
、
看

護
協
会
か
ら
の

派
遣
に
よ
り
、

複
合
施
設
ゆ
ふ

ね 

保
健
福
祉
課

で
働
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
看
護
師
の
猪

狩
美
幸
で
す
。

　

生
ま
れ
育
っ
た
川
内
村
で
働
く
こ
と
が

で
き
る
事
を
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
ま
す
。

家
庭
訪
問
や
体
操
教
室
な
ど
で
地
域
の
皆

さ
ん
に
お
会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
、

微
力
な
が
ら
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で

宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

「健康で長生き！自己の体調管理と検診の大切さ」

　日本初の病気を予防する本「養生訓」が、貝原益軒により江戸時代に発行されました。冒頭
に「今、自分が生きていることは、いろんな人たちのおかげであることを認識しないといけな
い。両親が自分を生み育ててくれた事に感謝し、自然の恵みにも感謝しなければならない。そ
の感謝の表現として、自分が健康で長寿を全うすることこそが、最大の感謝の表現である。（略）
人生を楽しく過ごすことはいいことだが、そのことで寿命を縮める事があってはならない。お
金を沢山儲けたとしても自分の健康を損ない楽しく過ごせないなら儲けたお金も何の役に立た
ない。健康で長生きした方が大きな幸せではないか」と書かれています。その他の細かい指南
の一部では、次のような事を言っています。
●無病の時こそ病を思え→無病の時こそ用心して、無茶なことはしない。
●少し良くなった時に用心せよ→完全に回復するまで用心しなさい。
●内欲と外邪を心得て→飲食を欲しいままにしないで、風や寒さ、暑さ、湿度に気をつけなさい。
●くよくよしないで日々の生活を→重症でも気長にくよくよせず養生すれば思ったより回復す
るものだ。
●急がずに自然にまかす→病気になったらなったで適度な休養をとり自然に治るのを待つ事が
大切である。
●居住環境の適否→風や寒さ、暑さ、湿度は人の身体を損なうので要注意である。
　人はただ長生きするだけではなく、親からもらったこの人生を味わい楽しみ、そして、自分
のしたいことをする。そのためにも健康でいなければならないのです。

検診を受けて、生活習慣の再確認をして、好きな事を長く楽しもうではありませんか！

※なお、今年度も特定健診を受けなかった国保被保険者の方、検診で何らかの異常があった
方、保健師や栄養士の指導が必要な方のところへ保健師・栄養士がお伺いすることもあります
ので、ご承知ください。

検診かわら版～健康かわうちを目指して～（10）



 地域福祉活動の推進 
・心配ごと相談所開設事業
・生活援助資金貸付事業
・生活福祉資金貸付事業
・日常生活自立支援事業
 ・生活困窮者自立支援法による事業

 ボランティア活動の推進  
・ボランティア活動の情報提供  
・福祉教育事業(職場体験受入)  
・ ボランティアグループの育成及び活動保険の推進
・ 第25回全国ボランティアフェスティバルふくし

まの参加

 介護保険サービス事業 
・居宅介護支援事業（ケアプラン）
・訪問介護事業（ホームヘルプ）
・通所介護事業（デイサービス）

 生活支援相談員活動   
・避難者（仮設・借り上げ）支援訪問活動
　（郡山・いわき・川内）
・サロン活動等交流会・イベントの開催

 在宅福祉サービス事業の推進 
・福祉車輌貸出サービス事業（村受託事業）
・福祉用具貸与事業（緊急時の貸与）
・外出支援サービス事業（村受託事業）

 高齢者・児童福祉事業の推進 
・老人クラブ活動の育成強化と連合会事務局
・生きがいと健康づくり支援事業
・高齢者ふれあいいきいきサロンの充実
・子育てサロンの開催
・自主的サロン活動の支援
・配食サービス事業（村受託事業）

 福祉団体活動の援助協力（事務局）
 ・民生委員協議会・老人クラブ連合会
 ・遺族会・母子寡婦福祉会
 ・心身障害児者親の会・身体障害者福祉会
・赤十字奉仕団

＜基本方針＞
　東日本大震災による原発事故から5年が経過し、本村の復興は着実に進められております。現在の帰
村者は人口の63.9％、1,765人になっております。
　しかし、未だに本村に戻ることができず、避難地域と本村との２地域等で生活を送る状況も続いてお
ります。平成28年度においても、関係機関と連携を図りながら、避難されている方々への生活相談、
安否確認活動等の支援を行ってまいります。また、地域の相互扶助の精神が薄れていることから、地域
のコミュニティ再生が重要な課題となっております。
　この住み慣れた地域で、お互いに支え合い、近隣との繋がりを再構築し村民の皆様が安心して暮らせ
る村づくりを進めてまいります。

＜重点事業＞

平成28年度 川内村社会福祉協議会事業計画
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平成28年度 川内村社会福祉協議会 一般会計予算(当初)

川内村社会福祉協議会
組  織  図

コミュニティー復興支援事業
13,500,000応急仮設住宅高齢者

サポートセンター事業
7,610,000

通所介護事業
62,128,000

訪問介護事業 
9,090,000

居宅介護支援事業
19,844,000

生活援助資金
貸付事業 
992,000

通所型介護予防
委託事業 
632,000

自立ホームヘルプ事業 
687,000

ボランティア活動
普及事業 440,000

共同募金配分金事業 
1,093,000事務局運営事業

32,610,000

前期末支払資金残高
35,896,000

施設整備等
補助金収入
11,000

県社協受託金収入
13,500,000

介護保険収入
56,303,000

共同募金
配分金収入
947,000

貸付事業等
収入

1,000

村受託金収入 
4,058,000

県受託金収入
5,610,000

村補助金収入
31,500,000

会費収入
800,000

財源別収入内訳
項　　　　　　目 金     額 構成比

会費収入 800,000 0.5
村補助金収入 31,500,000 21.2
県受託金収入 5,610,000 3.8
村受託金収入 4,058,000 2.3
貸付事業等収入 1,000 0.0 
共同募金配分金収入 947,000 0.6
介護保険収入 56,303,000 37.9 
県社協受託金収入 13,500,000 9.1
施設整備等補助金収入 11,000 0.4 
前期末支払資金残高 35,896,000 24.2
　 0.0 

合　　　　　計 148,626,000 100.0 

事業別支出内訳
項　　　　　　目 金     額 構成比

事務局運営事業 32,610,000 21.9 
共同募金配分金事業 1,093,000 0.7
ボランティア活動普及事業 440,000 0.3
自立ホームヘルプ事業 687,000 0.5
通所型介護予防委託事業 632,000 0.4
生活援助資金貸付事業 992,000 0.7
居宅介護支援事業 19,844,000 13.4
訪問介護事業 9,090,000 6.1
通所介護事業 62,128,000 41.8
応急仮設住宅高齢者サポートセンター事業 7,610,000 5.1
コミュニティー復興支援事業 13,500,000 9.1

合　　　　　計 148,626,000 100.0

単位：円、％

会  長
　遠　藤　雄　幸

理事会(理事)11名
監事２名

評議員会(評議員)23名

＊職員内訳　
　正規職員 　　　　　９名
　嘱託職員 　　　　　１名
　臨時職員事務補助 　１名
　生活支援相談員 　　５名
　サポートセンター管理員 ２名
　登録訪問介護員 ２名
　登録調理員 　　　　１名
　登録看護師 　　　　１名
　登録介護員 ５名
　臨時運転業務員 １名
　臨時調理補助員 １名
　合　計 29名 
 

平成28年４月１日現在

●事務局
　[事務局次長]
　　秋　元　一　美
　[会計職員兼統括福祉活動専門員］
　　佐　藤　秀　子
　[福祉活動専門員]
　　遠　藤　精　一

[臨時職員]
　　猪狩みね子
　　　介護事業所(兼)

［生活支援相談員]
 ・川内地区担当
　　猪　狩　裕見子
　　渡　部　百合子
　　高　野　ひろみ
　　遠　藤　幸　子
　    ＊訪問介護員兼務
 ・郡山地区担当
　　坪　井　こずえ
 [サポートセンター管理員]
　・あさかの杜ゆふね
　　青　木　久　子
　・五社の杜
　　志　賀　はるみ

●居宅介護支援事業所
　［管理者兼介護支援専門員］
　　秋　元　一　美
　［介護支援専門員］
　　若　松　央　恵

●訪問介護事業所
　［統括訪問介護員］
　　渡　辺　衣理子

［調理員］　　　猪　狩　陽　子
［登録看護師］　猪　狩　菊　子
［登録介助員］　鈴　木　美重子
　　　　　　　遠　藤　俊　枝
　　　　　　　関　根　香　織
　　　　　　　猪　狩　麻紀子
　　　　　　　坂　本　秀　美

［運転業務員］　猪　狩　弘　三
［調理補助員］　鈴　木　理　恵

［登録訪問介護員］
　鈴　木　千鶴子　安　齊　めぐみ
　＊通所介護員兼務

●通所介護事業所
　［管理者兼看護師兼生活相談員］
　　渡　邉　恵　美　
　［生活相談員兼介護職員］
　　齋　藤　倫　代
　［看護師兼生活相談員］
　　藤　田　松　美
　[介護職員]
　　坪　井　新　誌

事務局長
(訪問･通所･居宅）
　所　長　　
　秋　元　　　賢
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お知らせ

善
意
の
ご
遺
志
金
な
ら
び
に
ご
寄
付

次
の
方
か
ら
、
ご
寄
付
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
ご
遺
志
金

・
渡
邉
秀
一
様
（
太
田
）

　

故
渡
邉
マ
ツ
子
様　

ご
遺
志

・
横
田
善
秀
様
（
原
）　

　

故
横
田
善
正
様　
　

ご
遺
志

・
猪
狩
健
一
様
（
綱
木
）

　

故
猪
狩
友
廣
様　
　

ご
遺
志

＊
一
般
ご
寄
付

・
望
月　

威
男 

様
（
静
岡
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
会
長

・
望
月　

隆
司 

様
（
田
村
市
）

　

㈱
イ
シ
フ
ク
フ
タ
バ
代
表
取
締
役

日
本
赤
十
字
社
員
増
強
運
動
運
動
期
間

　
　
　
　
　

平
成
28
年
5
月
1
日
～
5
月
31
日

　

日
本
赤
十
字
社
は
、
国
際
活
動
や
災
害
救

護
活
動
を
は
じ
め
、
医
療
や
献
血
事
業
、
救

護
法
、
家
庭
看
護
法
等
の
普
及
、
奉
仕
団
や

青
少
年
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
て
お

り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
活
動
を
実
施
し
て
い

く
た
め
の
事
業
資
金
は
「
赤
十
字
社
員
」
の

皆
様
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
く「
社
費
」に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
地
区
担
当
の
民

生
委
員
が
お
伺
い
い
た
し
ま
す
の
で
、
赤
十
字

の
理
念
と
活
動
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
赤
十
字

社
員
へ
の
加
入
と
社
費
の
ご
協
力
に
つ
き
ま
し

て
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

川
内
村
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
ク

ラ
ブ
（
会
長　

西
山
光
熈
さ
ん
）

で
は
去
る
3
月
22
日
（
火
）
川
内

村
役
場
を
訪
れ
、
２
０
、０
０
０
円

の
寄
付
を
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

頂
い
た
ご
寄
付
は
今
後
の
地
域

福
祉
の
為
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

臨時職員募集について
　川内村社会福祉協議会では、次のように臨時職員を募集いたします。
■サポートセンター管理業務員
　○川内地区　　　　１名　
　○採用予定年月日　平成28年５月９日（月）～
　○身　　分　　　　臨時職員 
　○資格要件　　　　普通自動車運転免許を有している者
　○勤務条件　　　　毎週土・日曜日の勤務
　　　　　　　　　　その他は、当会給与規程及び登録職員就業規則による。
　○勤務場所　　　　川内村「五社の杜サポートセンター」
　○試験方法　　　　個別面接による  

☆受付期間：平成28年５月９日から平成28年５月20日までの執務時間中とします。
☆試験期日：後日受験者に通知します。
☆試験会場：複合施設「ゆふね」内
☆結果発表：受験者に通知いたします。
☆申込方法　
　○川内村社会福祉協議会に準備してある申込書に必要事項を記入して、当協議会まで提出してください。
　○申込書を郵送する場合は、平成28年５月18日までの消印のあるものに限り受け付けます。
　○申し込み・問合せ　　　社会福祉法人　川内村社会福祉協議会　☎０２４０－３８－３８０２

川内村
グラウンドゴルフクラブ
20,000円を寄付
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♥
小
物
づ
く
り
と
お
茶
会

　

楽
し
み
づ
く
り
や
、
仲
間
と
の
交

流
を
目
的
に
開
き
ま
す
。
参
加
費
は

無
料
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加

く
だ
さ
い
。
交
通
手
段
が
な
く
参
加

で
き
な
い
方
は
、
川
内
村
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

５
月
12
日
（
木
）

■
時
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

■ 

場
所

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■ 

対
象
者

　

小
物
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る
方

■ 
持
参
物　

裁
縫
道
具
（
針
・
マ
チ

針
・
は
さ
み
）
等

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

お知らせ（福祉）

♥
子
育
て
サ
ロ
ン

～
子
育
て
中
の
方
た
ち
が
、

仲
間
を
作
り
支
え
合
う
場
で
す
～

　

子
育
て
中
の
親
や
子
育
て
に
関
心

の
あ
る
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
、
気
軽
に
・
楽
し
く
・
自

由
に
参
加
し
、
育
児
に
関
す
る
情
報

交
換
や
交
流
を
図
り
ま
す
。

■ 

日
程

　

５
月
６
日
（
金
）、５
月
19
日
（
木
）

■
時
間　

　

午
前
10
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所　

　

五
社
の
杜
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

♥
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ
ン

　

身
近
な
方
と
の
交
流
や
仲
間
づ
く

り
や
楽
し
い
話
し
合
い
の
機
会
を
持

つ
、「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
」
の
５
月
の
予
定
に
つ
い
て
ご
案

内
し
ま
す
。

　

対
象
地
区
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で

も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
１
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

５
月
20
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

第
１
区
集
会
所

【
３
区
住
民
対
象
】

■
日
程　

５
月
27
日
（
金
）

■
時
間　

午
前
10
時
～

■
場
所　

第
３
区
山
村
活
性
化
支
援

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

■
問
合
せ　

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２

いろいろなオモチャで
楽しく遊んでます♪

心
配
ご
と
相
談
所

開
設
に
つ
い
て

　

日
頃
の
生
活
で
お
困
り
の
こ

と
な
ど
に
対
し
、
民
生
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は
固

く
守
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
日
程　

５
月
18
日
（
水
）

■
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
前
11
時
30
分

■
場
所

　

あ
さ
か
の
杜
ゆ
ふ
ね

 

（
郡
山
市
南
一
丁
目
）

■
問
合
せ

　

川
内
村
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
２
４
０

－

３
８

－

３
８
０
２
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休　日　当　番　医　〈５月〉
　当番医は変更になる場合があります。事前に電話連絡のうえ受診するようお願いします。
●郡山市休日当番医

月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（024）

5月１日
高松小児科医院 小児科 桑野三丁目18-21　 923-1206
ささうち内科クリニック 内科・小児科 富久山町久保田字久保田112　 933-8667
鶴見坦民井診療所 麻酔科・整形外科・内科 鶴見坦一丁目6-10　 927-8447

5月３日
むかわクリニック 小児科 八山田五丁目79　 933-7788
大野医院 内科 香久池二丁目11-8　 933-9628
あさか耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 安積三丁目312-3　 945-2933

5月４日
わんぱくさいとうこども医院 小児科 御前南六丁目122　 983-0189
おおつきまちクリニック 内科 大槻町字蝦夷坦69-1　 961-5467
太田メンタルクリニック 精神科・心療内科 堂前町2-18栗山ヒ ル゙1階　 935-5560

5月５日
緑ヶ丘こどもクリニック 小児科 緑ヶ丘東三丁目1-3　 956-6006
朝田クリニック 内科・胃腸科・小児科・外科 富久山町久保田字愛宕23　 921-1866
浜津眼科 眼科 横塚一丁目3-8　 956-1880

5月８日
渡辺美佳子こどもクリニック 小児科 富田町字下亀田1-35　 927-8622
さかえ内科クリニック 内科 横塚二丁目15-6　 941-2202
安積整形外科 整形外科 安積三丁目347　 945-1191

5月15日
おおのこどもクリニック 小児科 字賀庄54-1　 937-3775
おおた呼吸器クリニック 呼吸器内科・内科 富田町字上田向13-3　 991-0515
さとう眼科クリニック 眼科 長者一丁目2-10　 925-3820

5月22日
久留米小児科皮フ科医院 小児科・皮膚科 久留米四丁目199-2　 947-0022
山本内科医院 内科 本町二丁目7-15　 933-1133
小野レディスクリニック 婦人科 安積町長久保三丁目10-3　 937-3755

5月29日
チルドレンクリニック 小児科 大槻町字二本木12-1　 952-3721
南インター通りクリニック 内科 安積町荒井字念仏段18-2　 954-7102
長谷川皮膚科医院 皮膚科 栄町8-17　 923-0821

6月5日
ユア・クリニックたかはし 小児科 虎丸町1-5ロイヤルライフ虎丸1階　 990-0646
天田内科クリニック 内科・小児科 山根町12-27　 932-3555
中町耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 中町14-17　 939-3387

●田村市休日当番医
月日 医療機関名 診療科目 所在地 電話（0247）

5月1日 さいとう医院　　  内科・外科・小児科・他  小野町小野新町字中通59-1 72-2500
5月3日 遠藤医院　　  内科・小児科・婦人科  田村市船引町門沢字直道338 85-2016
5月4日 雷クリニック  内科・消化器科  三春町字担橋2丁目1-2 62-6333
5月5日 秋元医院　　  内科・小児科・外科  田村市船引町船引字畑添4 82-1514
5月8日 南東北病院滝根診療所  内科・外科・小児科・他  田村市滝根町神俣字町52 78-2442
5月15日 清水医院　  外科・整形外科・他  田村市船引町船引字馬場60 82-3535
5月22日 のざわ内科クリニック  内科・消化器科・小児科  三春町貝山字岩田86-2 61-1500
5月29日 都路診療所  内科・整形外科  田村市都路町古道字寺下50 75-2003
6月5日 島貫整形外科　  整形外科・内科・外科、他  小野町小野新町字中通156 72-2722

●平田中央病院
月　日 診療科目 所在地 電話（0247）

　【5月】1日、3日、4日、5日、8日、15日、22日 
　【6月】5日、12日、19日、26日

内科・外科・整形外科・リハビ
リテーション科・眼科・呼吸器
内科・循環器内科・消化器内科

平田村大字上蓬田字清水内4 55-3333

■小野綜合病院　～立原　章年(たちはら　あきとし)医師より変形性膝関節症について～

　変形性膝関節症は膝の関節の軟骨が傷つくことで、関節に炎症が起こり、痛みが生じる病気です。疼痛のため身体
活動が低下しますが、痛みのため体を動かさないでいると膝周りの筋肉が落ちてしまいます。筋力が低下すると膝関
節は不安定になり、さらに病状が進む悪循環に陥るため、無理のない適度な運動が必要になってきます。当院整形外
科外来では、痛み止めの内服薬や外用薬を処方したり、膝関節内ヒアルロン酸注射（関節軟骨の被膜保護作用、軟骨
修復作用、鎮痛作用）や足底板や膝装具（不安定な膝）を作成しています。ぜひ御気軽に御相談ください。
■立原　章年医師の診療日及び受付時間（カッコ内はその他の整形外科外来診察日です）
　診 療 日：毎週火曜日　（毎週　月・水・木・金）
　受付時間：午前８：30～12：00　（午前８：30～12：00）
■問合せ　公立小野町地方綜合病院　総務課　☎０２４７－７２－３１８１
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村　　章

川内村の 「カ」 「ワ」 の文
字を図案化したもので、 
村民の融和と団結を表
し、 村勢の着実な前進を
象徴しています。 
 （昭和53年４月制定）

村 民 憲 章

一．きまりを守り明るい川内をつくりましょう。 
一．心を合わせ、 楽しい川内をつくりましょう。 
一．自然を愛し、 住みよい川内をつくりましょう。 
一．健康で、 仕事に励む川内をつくりましょう。 
一．文化を高め、 心豊かな川内をつくりましょう。 
 （昭和57年1月14日制定） 

 

戸
籍
の
窓

★
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

 

（
出
生
届
は
14
日
以
内
で
す
）

氏　
　

名
お
母
さ
ん

出 

生 

日

住
所

秋
元
紬
希

美
佳

平
28･

３･

８

原

秋
元
正
広
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト

コ
バ
リ
ア

平
28･

３･

11

長
網

秋
元
真
歩

美
奈

平
28･

３･

12
坂
ノ
内

★
お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

　

 

（
死
亡
届
は
７
日
以
内
で
す
）

氏　
　

名

年
齢

住 

所

松
本　

貞
子

83
歳
坂
シ
内　

猪
狩　

明
男

82
歳
宮
ノ
下

渡
邉
マ
ツ
子

93
歳
太
田

横
田　

善
正

83
歳
原

横
田　
　

保

81
歳
貝
ノ
坂

戸
籍
の
窓
に
掲
載
を
希
望
し
な
い
方
は
住
民

課
住
民
係
へ
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
川
内
村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
な

い
方
で
も
掲
載
を
希
望
す
る
方
は
事
前

に
住
民
課
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

愛育文庫の
ご案内

今
月
の
お
す
す
め
絵
本
は

　

ゆ
ふ
ね
待
合
室

わ
き
に
、
絵
本
、

紙
芝
居
、
ビ
デ
オ

を
お
い
て
い
ま
す
。

貸
し
出
し
を
行
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

あしあと
　温かな空気が心地よい季節となりまし
た。山登り、岩魚釣り、村内散策など、恵ま
れた自然をより豊かに感じられそうです。
　さて、５月は合同運動会！今年はどんな
シーンが生まれるのか、楽しみですね！

国保診療所より内科・歯科休診と
専門医による診察日のお知らせ

　ご迷惑をおかけいたしますが、下記のとおり休診にさせていただ
きますのでご了承ください。また、専門医による診察も予定しており
ますので、希望の方はご来所ください。

内 科
休 診

毎週火曜日　　　終 日（内科医師研修のため）　　
５月 18日（水）　終 日（内科医師学会参加のため）
　　 19日（木）　終 日（内科医師学会参加のため）　
　　 20日（金）　終 日（内科医師学会参加のため）

内 科
時間休診

５月 11日（水）　午 前（専門医師診療のため)
　　 16日（月）　午 後（内科医師研修のため）
　　 26日（木）　午 後（専門医師診療のため）
　　 30日（月）　午 後（内科医師研修のため）

専 門 医
診 察 日

〇整形外科診察日　５月10日・17日・24日・31日
　　　　　　　　　毎週火曜日午前のみ診療
〇眼科診療日　　　５月11日（水）午前のみ診療
〇内視鏡検査日　　５月16日・30日（月）
  　　　　　　　　  午前のみ診療(要予約制)
〇心療内科診察日　５月26日（木）午後のみ診療

歯 科
休 診

５月   6日（金）　終 日（歯科医師不在のため）
        16日（月）　終 日（歯科医師不在のため）
　　 27日（金）　終 日（歯科医師不在のため）

※ 上記「休診」と「専門医診療日」は、予定ですので変更する場合もあ
りますのであらかじめご了承願います。
変更の場合、診療所の受付や診療バスに「お知らせ」を掲示し、防災
無線等でお知らせいたします。

表紙について
　青空に映える鯉のぼり。風に吹かれて
泳ぐ、鯉のぼり達がとても気持ちよさそう
で、表紙に選びました。
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お知らせ（福祉）



May
皐月
May

土金木水火月日

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

先負 仏滅 大安 赤口 先勝 友引 仏滅

大安 赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安

赤口 先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口

先勝 友引 先負 仏滅 大安 赤口 先勝

友引 先負 仏滅 

寒い冬を終え、暖かな春到来の頃、鮮や
かな黄色の花々を咲かせます。春の訪れ
を感じさせるレンギョウの花言葉は「期待」
「希望」。新緑の季節に、枝いっぱいの黄
色い小花がよく映え、美しい光景を見るこ
とができます。左の写真は、川内村役場
裏の道路にて撮影をしたものです。道沿
いに並ぶレンギョウの黄色、新芽の緑、空
の青が美しく、充実した撮影時間でした。レンギョウ（連翹）

資源ごみ
毎週水曜日
プラ･ペット･
パック類

燃えないごみ
ビン類･カン類･

不燃物

燃えるごみ
毎週火金曜日 東電窓口の時間・場所は

15ページの「５月の賠償

金請求に関する東京電力

㈱相談窓口の開設」をご

覧ください。

プラ･ペットプラ･ペット

プラ･ペットプラ･ペット

プラ･ペットプラ･ペット

プラ･ペットプラ･ペット

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

燃えるごみ燃えるごみ

不燃ごみ不燃ごみ

カン・ビンカン・ビン

不燃ごみ不燃ごみ

不燃ごみ不燃ごみ

カン・ビンカン・ビン

憲法記念日 みどりの日 こどもの日 子育てサロン
（五社の杜）

小物づくりとお茶会
（五社の杜）

いきいきサロン
（1区集会所）
・終日内科休診

かわうち親子
クラブ

・終日歯科休診

・終日内科休診
・午前整形外科

・午前内科休診
・午前眼科

・午後内科休診
・終日歯科休診

・終日内科休診
・午前整形外科

・終日内科休診

・終日内科休診
興学塾

・終日内科休診
・午前整形外科

・午後内科休診 ・終日内科休診
・午前整形外科

・午後内科休診
・午後心療内科

いきいきサロン
（3区山村活性化
センター）
・終日歯科休診

第１回中央学級

興学塾

興学塾

興学塾

興学塾

子育てサロン
（五社の杜）

興学塾

興学塾

合同運動会

消防春季検閲式
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2016年3月31日現在の人口  男性:1,411人　女性:1,348人　世帯数:1,248戸　総数:2,759人


